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0.1 8 ** 0,,24
鵬での千丁鵬での復雷涼盲ゥ*y蒜鵬抑量tL細との事唖重相関係数
型コンテンツに対して強いニーズを有する傾向が示唆えられる。
腿熱田^^^^^^^^-コ
0.1 -0.2未満
く教材へのニーズ〉
図2数学の学習方法とICT教材に対するニーズとのパス・ダイヤグラム
され7㌔また,数学が好きな生徒ほど,単柱学習内容
を解説するタイフ初コンテンツよりも,イどタラクテ
イブで思考を促されるタイプのコンテンツを望む幌向
が示唆された。
(3)学習方法の状況とICT活用に対するニーズとの間
には有意な関連性が認められ,家庭での復習の習慣が
「説明型コンテンツ」や「動画型コンテンツ」-のニ
ーズの形成に,友達との学びあいの習慣が「演習問題
型コンテンツ」へのニ⊥ズの形成にそれぞれ影響して
いることが示唆された。これらの結果から,教学におけるICT活用には,学
習に対する意艶や学習方法の状況を勘案し,適切なタ
イプのコンテンツを準鎗することが重要であると考え
られる。このような意識や学習方法の状況の差異には,
生徒間の個人差として生じる部分と,学習指導上の流
れや単元内の位置づけによって生じる部分とがある。
前者に対しては,生徒の個人差の軒肖に向けて処遇を
最適化するた糾こICTを活用する形態が考えられる。
一方,後者は,例えば新しい学習内容を指導する場面
と定期考査前に全捗を振り返る場面とでは学習の難
易餓好嫌醜援用される学習方法等が異なって
いるなどのケースであるoしたがって,後者の場合,
ICT活用の形態としてさも異なるタイプの教陣や学習
支援システムを準備し,それらを単元内の学習指導の
流れや位置づけに沿って適時的に使い分ける方法が考
今後は本研究で把握されたニーズの実態に基づい
て,効果的なICT教材を開発・夢醸していくことが重
要と思われる。
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